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論壇
は
じ
め
に

税
務
実
務
に
お
け
る
課
税
庁

と
納
税
者
の
衝
突
は
、
基
本
的

に
①
事
実
認
定
、
②
法
令
解

釈
、
③
法
令
の
事
実
へ
の
あ
て

は
め
（
評
価
）
の
い
ず
れ
か
の

見
解
の
相
違
に
起
因
し
て
生
じ

る
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
、
③

を
め
ぐ
る
税
務
訴
訟
に
お
い

て
、
特
に
統
計
学
の
知
見
を
活

用
し
て
妥
当
な
結
論
が
導
出
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
事
件

が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
本
稿
は
、
そ
の
一
例
と
し

て
馬
券
払
戻
金
の
所
得
区
分
を

め
ぐ
る
訴
訟
（
い
わ
ゆ
る
「
外

れ
馬
券
訴
訟
」）
を
取
り
上

げ
、
そ
の
検
討
を
通
じ
て
、
実

務
面
で
の
租
税
法
の
適
用
判
断

に
際
し
、
統
計
学
が
い
か
に
有

用
な
支
援
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る

か
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

外
れ
馬
券
訴
訟
事
件
に
お
け
る
最
高
裁
の

判
断

所
得
税
法
34
条
に
規
定
す
る

「
一
時
所
得
」
は
、
基
本
的
に

臨
時
的
・
偶
発
的
・
恩
恵
的
所

得
と
さ
れ
、
以
前
は
、
競
馬
の

馬
券
の
払
戻
金
等
は
、（
旧
）

所
得
税
基
本
通
達
34
―
1
（
以

下
「
通
達
」
と
い
う
。）
に
よ

り
一
律
こ
れ
に
該
当
す
る
と
解

さ
れ
て
き
た
。
一
時
所
得
の
金

額
の
計
算
上
、
総
収
入
金
額
か

ら
控
除
さ
れ
る
「
収
入
を
得
る

た
め
に
支
出
し
た
金
額
」
と

は
、
そ
の
収
入
を
生
じ
た
行
為

を
す
る
た
め
、
又
は
、
そ
の
収

入
を
生
じ
た
原
因
の
発
生
に
伴

い
、
直
接
要
し
た
金
額
に
限
る

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
競

馬
の
場
合
、
的
中
レ
ー
ス
以
外

で
購
入
し
た
馬
券
（
以
下
「
外

れ
馬
券
」
と
い
う
。）
の
購
入

費
用
は
所
得
金
額
の
計
算
上
、

控
除
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
近
年
、
馬
券
の
自

動
購
入
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
稼

得
し
た
馬
券
の
払
戻
金
（
以
下

「
馬
券
所
得
」
と
い
う
。）
を

課
税
庁
か
ら
一
時
所
得
と
し
て

課
税
さ
れ
た
納
税
者
が
こ
れ
を

不
服
と
し
て
訴
訟
を
提
起
し
、

最
高
裁
で
確
定
勝
訴
し
た
事
件

が
続
け
て
2
件
発
生
し
た

（「
大
阪
事
件
」
：
最
高
裁
平

成
27
年
3
月
10
日
第
三
小
法
廷

判
決
1
、「
札
幌
事
件
」
：
同

平
成
29
年
12
月
15
日
第
二
小
法

廷
判
決
2
、
以
下
、
両
事
件
を

「
最
高
裁
事
件
」、
両
判
決
を

「
最
高
裁
判
決
」
と
言
う
。）。

訴
訟
の
争
点
は
⓵
納
税
者
の

馬
券
所
得
が
「
一
時
所
得
」
か

「
雑
所
得
（
所
得
税
法
35

条
）」
か
、
⓶
外
れ
馬
券
の
費

用
を
雑
所
得
の
計
算
上
必
要
経

費
と
し
て
控
除
で
き
る
か
否
か

で
あ
っ
た
が
、
最
高
裁
判
決
は

「（
一
時
所
得
か
ら
除
外
さ
れ

る
）
営
利
を
目
的
と
す
る
継
続

的
行
為
か
ら
生
じ
た
所
得
で
あ

る
か
否
か
は
、
文
理
に
照
ら

し
、
行
為
の
期
間
、
回
数
、
頻

度
そ
の
他
の
態
様
、
利
益
発
生

の
規
模
、
期
間
そ
の
他
の
状
況

等
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
判

断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と

の
規
範
定
立
を
し
た
上
で
、
納

税
者
の
馬
券
所
得
を
雑
所
得
と

認
定
し
、
外
れ
馬
券
の
購
入
代

金
も
馬
券
所
得
を
得
る
た
め
に

直
接
要
し
た
費
用
で
あ
る
と
し

て
、
所
得
税
法
37
条
1
項
に
い

う
必
要
経
費
で
あ
る
と
し
た
。

最
高
裁
事
件
で
の
納
税
者
に

よ
る
馬
券
購
入
態
様
の
共
通
点

は
、
⓵
馬
券
の
自
動
購
入
ソ
フ

ト
に
独
自
の
条
件
設
定
と
計
算

式
を
組
み
込
ん
で
出
走
馬
の
着

順
を
予
想
し
、
そ
の
予
想
確
度

と
配
当
率
（
オ
ッ
ズ
）
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
複
数
の
購
入
パ

タ
ー
ン
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

期
待
回
収
率
3
が
1
0
0
％
を

超
え
る
馬
券
を
有
効
に
選
別
で

き
る
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し

て
い
る
こ
と
、
⓶
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
、
当
た
り
馬
券
の

発
生
に
関
す
る
偶
発
的
要
素
を

減
殺
し
つ
つ
長
期
的
な
利
益
を

獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
上
記
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
長
期
間
に
わ
た
り
多
数
回
か

つ
頻
繁
に
多
額
の
馬
券
を
購
入

し
、
当
該
期
間
を
通
じ
て
多
額

の
利
益
を
恒
常
的
に
上
げ
て
い

た
こ
と
で
あ
り
、
最
高
裁
は
こ

れ
ら
の
事
実
に
基
づ
い
て
、
納

税
者
の
一
連
の
馬
券
購
入
行
為

が
「
一
体
の
経
済
活
動
の
実
態

を
有
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
そ

の
結
果
得
ら
れ
た
馬
券
所
得
は

「
営
利
を
目
的
と
す
る
継
続
的

行
為
か
ら
生
じ
た
所
得
」
で
あ

る
と
判
断
す
る
に
至
っ
て
い

る
。

馬
券
回
収
率
と
大
数
の
法
則

筆
者
が
最
高
裁
事
件
で
着
目

し
た
の
は
、
そ
の
回
収
率
の
高

さ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
複
数
年

（
大
阪
事
件
：
3
年
、
札
幌
事

件
：
6
年
間
）
に
わ
た
り
恒
常

的
に
1
0
0
％
を
超
え
る
回
収

率
を
達
成
し
て
お
り
、
札
幌
事

件
に
至
っ
て
は
、
平
成
21
年
に

1
1
3
・
9
％
（
購
入
金
額

1
4
9
4
百
万
円
、
払
戻
金
額

1
7
0
2
百
万
円
）
と
い
う
驚

異
的
な
回
収
率
を
達
成
し
て
い

る
。こ

の
回
収
率
の
異
常
な
高
さ

は
、「
大
数
の
法
則
（law

of
larg
e
n
u
m
bers

）」と
い
う

統
計
学
の
理
論
に
照
ら
し
て
み

る
と
明
ら
か
と
な
る
。
大
数
の

法
則
と
は
、「
互
い
に
独
立
で
同

一
の
分
布
を
も
つ
確
率
変
数
4

X
1 ,

X
2 ,

…,X
n

に
お
い
て
、

各
確
率
変
数
の
期
待
値E

（X
1

）

＝E

（X
2

）
＝
…
＝E

（X
n

）

＝
母
平
均
5μ

（
ミ
ュ
ー
）
が

存
在
す
る
な
ら
ば
、
事
象
数

N

↓∞

（
無
限
大
）
の
と
き
、

X

の
平
均
値E

（X

）
＝
（X

1

＋X
2

＋
…
＋X

n

）／
N

はμ

に
収
束
す
る
」
と
い
う
法
則
で

あ
る
。
言
葉
を
変
え
れ
ば
、「
母

平
均
がμ

で
あ
る
集
団
か
ら
標

本
6
を
抽
出
す
る
場
合
、
サ
ン

プ
ル
サ
イ
ズ
（
標
本
の
大
き

さ
）
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ

て
、
標
本
平
均
は
母
平
均μ

に

近
づ
く
」
と
も
表
現
で
き
る
。

実
例
に
さ
い
こ
ろ
投
げ
を
用

い
て
こ
の
法
則
を
理
解
し
て
み

よ
う
。
一
般
にX
が
離
散
型
確

率
変
数
7
の
場
合
、xi
と
い
う

値
を
取
る
確
率
をp

i
と
す
る

と
、E

（X

）
＝∑

ni =
1 xip

i
で

定
義
づ
け
ら
れ
る
が
、
さ
い
こ

ろ
投
げ
の
場
合
、xi

は
1
〜
6

の
値
を
取
り
、p

i

は
そ
れ
ぞ
れ

⅙
で
あ
る
か
ら
、
1
×
⅙
＋
2

×
⅙
＋
3
×
⅙
＋
4
×
⅙
＋
5

×
⅙
＋
6
×
⅙
＝
3
・
5
が
出

目
の
期
待
値
（μ

）
と
な
る
。

実
際
に
、
1
回
か
ら
1
0
0
0

回
ま
で
さ
い
こ
ろ
を
投
げ
る
と

い
う
計
1
0
0
0
件
の
試
行
実

験
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
数

で
の
出
た
目
の
平
均
値
を
プ
ロ

ッ
ト
し
た
以
下
の
グ
ラ
フ
を
見

る
と
、
試
行
回
数
が
増
え
る
に

つ
れ
て
だ
ん
だ
ん
と
出
目
の
平

均
が
母
平
均
の
3
・
5
あ
た
り

に
収
束
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か

る
8
。

競
馬
の
場
合
、
関
連
法
令
に

よ
っ
て
勝
馬
投
票
券
の
払
戻
率

は
70
〜
80
％
の
範
囲
内
で
設
定

さ
れ
て
い
る
か
ら
9
、
購
入
馬

券
1
枚
の
期
待
回
収
率
は
総
じ

て
約
75
％
と
な
る
。
つ
ま
り
、

馬
券
を
大
量
に
か
つ
反
復
し
て

購
入
す
れ
ば
、
馬
券
回
収
率
は

自
然
に
75
％
に
収
束
し
て
い
く

は
ず
で
あ
る
か
ら
、
最
高
裁
事

件
に
お
い
て
納
税
者
が
長
期
間

に
わ
た
っ
て
達
成
し
て
い
た
回

収
率
は
、
も
は
や
単
な
る
ギ
ャ

ン
ブ
ル
と
し
て
の
偶
然
の
産
物

で
は
な
く
、
納
税
者
の
「
独
自

の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
に
よ
っ
て
「
人

工
的
に
」
実
現
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
白
で
あ
る
10
。

最
新
の
裁
判
例
の
検
討

国
税
庁
は
大
阪
事
件
・
札
幌

事
件
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高
裁
判
決

を
受
け
て
、
2
度
に
わ
た
る
通

達
改
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

た
だ
、
い
ず
れ
の
改
正
も
、
一

時
所
得
と
な
ら
な
い
「
営
利
を

目
的
と
す
る
継
続
的
行
為
」
と

な
る
馬
券
購
入
態
様
を
、
最
高

裁
の
判
示
に
沿
っ
て
限
定
的
に

規
定
し
た
、
あ
る
意
味
で
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
的
・
追
従
的
な
改
正

に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
か
、
第
2
次
通
達
改
正

後
の
外
れ
馬
券
を
め
ぐ
る
最
初

の
訴
訟
事
件
11
の
東
京
地
裁
令

和
元
年
10
月
30
日
判
決
（
納
税

者
一
部
勝
訴
）
で
、
裁
判
所
は

改
正
通
達
に
一
切
言
及
す
る
こ

と
な
く
、
あ
く
ま
で
も
最
高
裁

事
件
に
お
け
る
最
高
裁
の
判
示

に
従
っ
た
独
自
の
判
断
を
下
し

て
い
る
。

本
事
件
に
お
け
る
納
税
者
の

調
査
年
度
分
の
損
益
状
況
は
下

表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
最
高

裁
事
件
で
は
な
か
っ
た
赤
字
の

年
度
（
平
成
24
年
度
）
の
存
在

を
裁
判
所
が
ど
う
評
価
す
る
か

が
、
最
大
の
焦
点
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
き
、
裁
判
所
は
、

「
平
成
24
年
に
約
7
9
0
万
円

の
損
失
が
生
じ
て
い
る
も
の
の

同
年
の
回
収
率
は
中
央
競
馬
の

平
成
24
事
業
年
度
の
払
戻
率

（
馬
券
の
発
売
金
額
に
対
す
る

払
戻
金
額
の
割
合
。
約
75
％
）

を
相
当
程
度
超
え
る
86
・
4
％

を
維
持
し
て
い
る
」
こ
と
か

ら
、
当
該
年
度
も
含
め
て
「
原

告
は
回
収
率
が
総
体
と
し
て
1

0
0
％
を
超
え
る
こ
と
が
期
待

し
得
る
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
基

づ
き
馬
券
を
選
別
し
て
購
入
を

続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
（
る
）」
と
判
示
し
て
い
る
。

本
件
判
決
は
最
高
裁
判
決
で

も
言
及
さ
れ
な
か

っ
た
「
払
戻
率
約

75
％
」
と
い
う

「
収
束
す
べ
き
真

の
期
待
値
」
と
の

比
較
で
納
税
者
の

独
自
ノ
ウ
ハ
ウ
を

認
め
て
お
り
、
統

計
学
の
知
見
に
基

づ
く
、
科
学
的
な

見
地
に
立
っ
た
画

期
的
で
合
理
的
な

判
断
が
な
さ
れ
た

も
の
と
評
価
で
き

よ
う
12
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
一
連
の
外
れ
馬
券

訴
訟
を
題
材
に
、
税
務
実
務
に

お
い
て
い
か
に
統
計
学
の
知
見

を
有
効
に
活
用
し
得
る
か
を
確

認
し
た
。
外
れ
馬
券
訴
訟
は
、

Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
目
覚
ま
し
い
発

展
・
進
化
を
背
景
に
、
競
馬
愛

好
家
が
、
充
実
し
た
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
や
高
度
な
予
測
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
を
組
み
込
ん
だ
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
を
容
易
に
駆
使
し
て
有
効

な
馬
券
購
入
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
代
の
変
化
と
、
旧
来

の
通
達
の
取
扱
い
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
に
起
因
し
て
発
生
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
競
馬
ソ
フ

ト
に
限
ら
ず
、
統
計
分
析
ツ
ー

ル
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
は

近
年
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い

る
。
税
務
に
携
わ
る
者
と
し
て

は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化

を
認
識
し
、
あ
る
い
は
自
ら
活

用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
税
務
実
務

上
の
判
断
局
面
に
お
い
て
、
統

計
学
等
の
知
見
に
基
づ
く
科
学

的
で
定
量
的
な
解
法
の
発
見
を

追
求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

1

最
高
裁
平
成
26
年
（
あ
）
第

9
4
8
号
、刑
集
69
巻
2
号
4
3

4
頁

2

最
高
裁
平
成
28
年
（
行
ヒ
）

第
3
0
3
号
、
税
務
訴
訟
資
料

第
2
6
7
号
―
1
5
1（
順
号
1

3
1
0
0
）

3

全
て
の
有
効
馬
券
の
購
入
代

金
の
合
計
額
に
対
す
る
当
た
り

馬
券
の
払
戻
金
の
合
計
額
の
比

率
。

4

あ
る
現
象
が
い
ろ
い
ろ
な
値

を
取
り
得
る
と
き
、
取
り
得
る

値
全
体
を
確
率
変
数
Ｘ
と
し
て

表
す
。

5

統
計
対
象
と
な
る
全
て
の
集

合
を
「
母
集
団
」
と
い
い
、
そ

の
平
均
を
「
母
平
均
」
と
い
う
。

6

母
集
団
か
ら
抽
出
し
た
部
分

集
合
で
あ
る
。

7

離
散
型
変
数
は
と
び
と
び
の

値
を
と
る
変
数
の
こ
と
で
、
さ

い
こ
ろ
の
出
目
の
よ
う
に
隣
り

合
う
数
字
の
間
に
値
が
存
在
し

な
い
も
の
を
指
す
。
こ
れ
に
対

し
て
連
続
型
変
数
は
、
重
さ
や

温
度
な
ど
の
よ
う
に
連
続
し
た

値
を
と
る
も
の
を
指
す
。

8

h
ttps://bellcu

rv
e
.jp
/

statistics/cou
rse
/8541.

h
tm
l

（
2
0
2
0
年
3
月
14
日

閲
覧
）

9

例
え
ば
日
本
中
央
競
馬
会
（
Ｊ

Ｒ
Ａ
）の
設
定
す
る
現
在
の
払
戻

率
は
、単
勝
・
複
勝
：
80
・
0
％
、

枠
連
・
馬
連
・
ワ
イ
ド
：
77
・

5
％
、
馬
単
・
3
連
複
：
75
・

0
％
、3
連
単
：
72
・
5
％
、Ｗ
Ｉ

Ｎ
5
：
70
・
0
％
と
な
っ
て
い
る
。

10

札
幌
事
件
判
例
評
釈
と
し

て
、
石
黒
秀
明
「
馬
券
払
戻
金

の
所
得
区
分
と
外
れ
馬
券
の
必

要
経
費
性
に
つ
い
て
」
速
報
税

理
第
37
巻
第
9
号
26
―
37
頁
（
2

0
1
8
年
）。

11

東
京
地
裁
平
成
30
年
（
行
ウ
）

第
2
1
9
号

12

本
件
評
釈
と
し
て
、
石
黒
秀

明
「
競
馬
予
想
ソ
フ
ト
を
用
い

て
稼
得
し
た
馬
券
払
戻
金
の
所

得
区
分
に
つ
い
て
〜
損
失
年
度

に
馬
券
購
入
者
の
「
独
自
の
ノ

ウ
ハ
ウ
」
の
保
有
・
行
使
を
認

め
得
る
か
〜
」
税
理
第
63
巻
第

4
号
1
7
3
―
1
8
5
頁
（
2

0
2
0
年
）。

租
税
法
と
統
計
学

―
外
れ
馬
券
訴
訟
と
大
数
の
法
則（law

oflargenumbers

）―

石黒秀明
千葉商科大学大学院 会計
ファイナンス研究科教授
【王子】

平成26年分

3，451

2，641

76．5％

103，031，360

97，022，300

6，009，060

106．2％

平成25年分

3，454

2，336

67．6％

72，264，320

67，097，700

5，166，620

107．7％

平成24年分

3，454

2，448

70．9％

50，360，180

58，260，200

▲7，900，020

86．4％

番号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

区分

開催
レース数
購入
レース数

購入割合

払戻金額

購入金額

損益
（④－⑤）
回収率
（④／⑤）

【 3 】2020年〔令和2年〕4月1日〔水曜日〕 東 京 税 理 士 界 〔第三種郵便物認可〕 VolumeNo.759




